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  ３ 論文の構成  
 
本論文は，以下の４章から構成されている。 
第 1章 本研究の背景と序言 
第 2章 下垂体に出現する神経堤細胞の一種である SOX10系譜の時空間的な局在解析 
第 3章 P0-Cre/CAG-CAT-EGFPマウスを用いた下垂体における神経堤細胞の局在と特
徴の解析 
第 4章 本研究の総括と今後の研究への展望 
 













ン産生細胞は存在せず，外胚葉神経組織の幹細胞の指標とされる SRY(Sex determining 
region Y)-box 2(SOX2)陽性細胞のみで構成され，その後，下垂体特異的転写因子であ
る PROP1 が全ての SOX2 陽性細胞で発現を開始することが，先行研究で明らかにされて
いる。分化の進行に伴い，SOX2 陽性の幹・前駆細胞からホルモン産生細胞が出現する
ことも示されている。さらに，当該申請者も加わった研究で，下垂体の発達過程を種々






























れた P0-Cre/CAG-CAT-EGFP マウス(P0-Cre マウス)を用いた研究を展開している。この
トランスジェニックマスでは，P0 タンパク質プロモータ ：ーCre/LoxP システムにより，
神経堤由来細胞を蛍光タンパク質（GFP 陽性）で標識した細胞として追跡可能である。 







譜の細胞に質的な違いがある可能性を指摘している。また，第 2章で扱った SOX10 陽性
細胞は S100βを発現する様になったが，P0 系譜の細胞では，S100β陽性となるものは





































７ 論文の判定  
 
    本学位請求論文は，農学研究科において必要な研究指導を受けたうえ提出されたもので 
   あり，本学学位規程の手続きに従い，審査委員全員による所定の審査及び最終試験に合格 
したので，博士（農学）の学位を授与するに値するものと判定する。 
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